


政務活動報告書 

 

報告者 向井千尋 

日時 2017年 8月 2、3日（水、木） 

会場 岡山県津山市、総社市 

調査研究名 高齢福祉政策についての視察 

内容  「美作大学堀川研究所での高齢福祉へのとりくみ」美作大堀川涼子教授 

重要伝統的建造物分保存地区のフィールドワーク 

・かつて、津山城の城下町として栄えた城東地区。重要伝統的建造物保存地

区として指定されている中、少子高齢化が深刻で、空き家も多い状況である。  

連れて行っていただいたカフェ店主の女性は、一人暮らしのまま寂しい人

生を送るよりも、楽しく明るく暮らしていきたいと考え、伝建指定の補助事

業を活用し、思い切ってカフェを始めた。当時の年齢は 69 歳！（現在は 72

歳）。家も喜んでいるし、何より、ここに近所の人たちが集まってくれること

がうれしいと語る。（民生委員もされているとのこと。） 

買い物の乗合を待つ高齢の女性もカウンターで一緒であった。先日、人気

グループ B‘Z の帰郷ライブがあり、28 年ぶりの公演ということで大盛況に

なった。しかし普段は閑散としているとのこと。 

・大学とまち協が協働で開催しているみんなの居場所「じばこのおうち」と、

学生のシェアハウス兼認知症カフェを開催している「おあしすカフェ」にも

案内して頂いた。 

 

・大学の研究室にて、堀川研究所の取り組みについて聞いた。 

元々、在宅介護支援センターの職員であった堀川氏は、地域でのコミュニ

ティワークを得意とされ、学生と共に地域のいろんな団体とネットワークを

築き、地域福祉活動を展開されている。高齢化によるひきこもりや介護予防

などにも効果を上げていることに加え、学生自身の学びも多いとのことであ

った。津山市が従来から力を入れて取り組んでいる「こけないからだ」づく

りの一翼を担ってもいる。 

・また、認知症カフェでは、地域の空き家を大学が借り上げ、拠点にしてい

る。本人と家族の支援に努めていて、学生も傾聴することに徹するとのこと

であった。 

 

 

 

 



「総社市視察 高齢福祉施策と地域包括ケアシステムについて」 

○総社市 

保健福祉部長 平野 悦子氏、長寿福祉課長 林 直方氏、 

長寿介護係長 重信憲男氏、能勢氏 

○総社市社会福祉協議会 

剣持 美典氏 

 

・福祉部門のグッドデザイン賞を受賞。徹底した弱者対策による暮らしやす

いまちづくりを行い、人口減少を止め、人口増を図る。 

・「福祉王国プログラム」に基づく大胆な福祉政策を展開している（29年度） 

・ひきこもり支援(29年度の施策) 

→市内のひきこもり者の調査（社会福祉士、臨床心理士により、1人ずつ丁

寧に探っていく）。結果、210人。ひきこもり支援センター（仮称）の設置他 

 

・障がい者 1,000人雇用 

→平成 29 年 6 月に達成。次期は 1,500 人を目標に設定してる。平成 23年

当初は、わずか 180 人だった。市長から「1,000 人に！」と声が上がった際

には、「殿、ご乱心！！」と言われた。しかし、着実に社会に一歩踏み出すた

めの仕組みを整備し、目標達成に至った。雇用のため、障がい者本人と、企

業の双方に働きかけている。 

 

・生涯現役のまちづくり 

→高齢者の就労を 3年で 1,000人を目指す。 

 

・乗合タクシー「雪舟くん」 

→市内どこでも 1 回 300 円で利用できる。ドアからドアへ。1 日平均 213

人。土日は休み。障がい者は 200円。 

 

・教育特区 

→人口減少の著しい中山間地域へ、英語、音楽、体育等の特区制度を導入

している。これにより、少子化の地域へ通ったり移住したりする子育て世帯

もでている。弱い地域へ力を入れていく政策をとる＝人口を減らさずにきて

いる。人口の多い地区からは「逆差別だ！」という反対の声もあるが、徹底

した弱者のための政策が町を豊かにするというのが市長の信念である。 

 

・介護保険政策について 



→総社市の保険料は 5,200 円（県下で安い方から 4 番目）介護保険会計は

47億円余り。第 6期では、入所施設は増やしていない。特養の待機者はなく、

これからも在宅福祉中心に進めていく。地域密着特養を公募したが、応募が

なかった。コストの大きさが原因と思われる。これから、ヒヤリングを行う

などして、第 7期計画を立てていく。 

 

・総合事業について 

→デイサービスは現行と緩和型、訪問は現行と社協による「ニコニコサポ

ーター」により実施している。 

・地域ケア個別会議の実施を丁寧に行っている。 

・生活支援コーディネーターを社協に設置し、常時行政と動いている。 

 

・地域包括ケアシステムについて 

→3層構造で、住民をひろく巻き込んで実施している。美作大からの学識的

なアドバイスもある。 

・特に高齢化率の高い地域からも市民提案をうけて、村の道の駅事業をおこ

なっている。 

・いきいき 100歳体操など、徹底した介護予防事業を行っている。 

 

総社市社会福祉協議会に関して 

・市役所に隣接する総合福祉センター内に事務所があり、常時、行政ととも

に事業展開されており、行政が計画している施策を住民の視点で実施するパ

ートナーとして、たいへん実行力のある社協であることを学んだ。 

 

＊視察全体を通して 

総社市長の福祉政策の高さ、徹底した弱者視点に立った数々の施策と、それ

を実行していく行政と社協の実行力と住民自らの努力が３方そろって、バラ

ンスが良いと感じました。 

・この視察で、篠山市の目指すべき福祉政策の在り方を再考し、施策に活か

していけるよう精進したい。 

 

 








